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宋
朝
は
北
宋
の
西
紀
九
六
○
1

一
=

一六
、
南
宋
の
一
一
二
七
-

一

二
七
九
、

約
三
二
○
年
位
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
南
宋
の
圓
悟
克
勤
禅

師
、
大
慧
宗
呆
禅
師
、
宏
智
正
覚
禅
師
等

の
遺
録
の
中
に
み
ら
る
る
如

来
蔵
思
想
、
仏
性
思
想
等
を
探
つ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
圓
悟

禅
師
に
は
如
来
蔵
、
仏
性
等
の
所
説
は
甚
だ
多
い
。
大
き
く
は
三
類
に

分
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
第

一
類

は
如
来

蔵
思
想

で
如
来

蔵
、
本
有
性
、
本
性
、
性
、
妙
性
等
の
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
第
二
類
は
仏
性
思
想

で
仏
性
、
仏
種
姓
、
正
因
等
の
言
葉
で
表
わ

さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
第
三
類

は
心
性
、
自
性
、
正
性
、
真

心
、
本

心
、
妙
体
等
の
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
類
は
、

一
、
坦
然
居
士
為
貢
沙
弥
作
斎

上
堂
、
僧
問
、
達
磨
未
伝
心
地
印
、
釈
迦

未
解
髪
中
珠
、
有
人
若
問
西
来
意
、
還
有
西
来
意
也
無
、
師
云
、
庭
前
石
獅

子
。

二
、
群
霊

一
源
仮
名
為
仏
、
体
蜴
形
消
亦
不
滅
、
金
流
朴
散
而
常
存
、
於

一

現
一
切
而
普
該
、
於

一
切
現

一
而
無
刹
不
遍
、
同
古
同
今
契
物
契
我
、
正
体

一
如
非
生
非
滅
、
所
以
発
生
滅
去
身
、
本
如
来
蔵
妙
真
如
、
夫
如
是
則
生
未

嘗
生
滅
未
嘗
滅
去
来
嘗
去
来
、
未
嘗
来
却
盧
是
箇
、
如
来
蔵
体
真
如
正
性
、

三
、
無
姶
の
妄
習
の
騎
障
を
以
て
強
い
て
智
解
を
作
し
て
独
脱
す
る
こ
と
能

は
ざ
る
の
み
、
…
…
心
を
息
し
力
を
絶
し
て
体
究
す
、
諸
の
妄
縁
を
離
れ
、

如
々
の
性
を
了
じ
…
…
。

四
、
達
磨
西
来
量
に
此
の
法
を
将
ち
得
来
ら
ん
や
、
他
惟
だ
各
々
当
人
本
有

(妄
)

の
性
を
直
指
し
て
出
徹
明
浄
に
し
て
如
許
の
悪
智
悪
覚
忘
想
計
較
の
染
汚
す

か
う
む

る
所
を
為
ら
ざ
ら
し
む

五
、
聖
賢
 
を
混
ず
と
錐
も
、
方
便
を
以
っ
て
此
の
段
の
賢
愚
を
隔
て
ず
、

皆
己
が
本
有
な
る
こ
と
を
顕
示
せ
ん
こ
と
を
要
す
。

六
、
仏
祖
の
妙
道
は
唯
各
人
根
本
の
上
に
在
り
、
実
に
本
浄
妙
明
無
為
無
事

の
心
を
出
で
ず
、
久
し
く
誠
を
存
す
と
錐
も
未
だ
能
く
諦
実
な
ら
ざ
る
こ
と

に
ご

は
蓋
し
無
始

の
聡
利
智
性
多

く
作
為
し

て
之
を
混
ら
せ
れ
ば
な
り
…
…
。
本

と
こ
し
な
へ

し
ば
ら

有
の
性
金
剛
の
堅
固
な
る
如
く
鎮
長
に
只
在
り
未
た
曾
て
斯
須
く
も
間
断
せ

ず
、

七
、
祖
師
諸
仏
の
単
伝
顕
示
人
人
脚
躁
下
本
有
の
性
を
出
で
ず
、
唯
聖
凡
器

界
根
塵
の
正
体
歴
劫
よ
り
以
来
曾
て
未
だ
間
断
せ
ず
但
各
人
人
妄
想
縁
塵
を
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以
て
騎
障
す
。

八
、
此
の
本
有
の
性
は
現
定
の
見
聞
覚
知
な
り
…
…
若
し
向
来
知
解
に
随
は

ば
即
ち
業
識
に
堕
す
、
若
し
猛
し
く
搦
擾
し
て
…
…
一
念
不
生
の
地
に
到
り

…
…
、
裁
径
承
当
し
て
第
二
頭
な
し
、
則
ち
玄
妙
理
性
尚
自
ら
脱
去
す
。

と
こ
し
な
へ

九
、
本
有
性
金
剛
の
堅
固
な
る
が
如
く
鎮
長
に
只
在
り
、
未
だ
曾
っ
て
斯
須

く
も
間
断
せ
ず
、

十
、
狂
妄
の
心
を
放
下
し
て
直
に
練
毫
も
念
に
掛
け
ざ
ら
し
め
、
本
浄
元
垢

寂
滅
円
妙
本
性
の
中
に
向
っ
て
徹
底
承
当
せ
ば
、
能
所
双
忘
し
言
思
路
絶
し

て
廓
然
と
し
て
明
に
本
来
面
目
を
見
、

一
得
永
得
堅
固
に
し
て
動
か
ざ
ら
し

む
、

た
ち
ま

十
一
、
初
よ
り
汚
染
無
う
し
て
本
性
凝
寂
な
り
、
但
妄
想
の
條
ち
起
り
て
之

ね
ん
に

を
繋
障
す
る
が
為
に
六
根
六
塵
に
来
す
、
根
塵
相
対
す
る
が
為
に
瓢
弐
執
着

す
、

つ
い

十
二
、

一
切
平
心
な
れ
ば
心
も
亦
了
に
不
可
得
な
り
、
混
然
と
し
て
自
ら
尽

く
、
則
ち
本
性
円
妙
に
し
て
混
成
す
、

十
三
、
流
動
の
時
に
向
っ
て
本
性
を
徹
見
す
れ
ば
二
辺
を
超
出
し
て
中
道
に

い
つ
く

居
せ
ず
、
安
ん
ぞ
違
順
憂
喜
愛
憎
を
存
し
て
、
自
ら
受
用
を
塁
擬
せ
し
む
可

け
ん
や
、

十
四
、
如
今
直
裁
に
承
当
せ
ん
と
要
せ
ば
、
但
、
身
心
を
辮
着
し
て
冥
然
と

ひ
と

し
て
寂

を
叩
き
心
機

を
喪
却

し
て

一
へ
に
土
木

の
如

く
に
し
て
渠

が
時
節
到

し
よ
う

来
を
待

っ
て
備
然
と
し
て
自
ら
桶
底
子
脱
し
て
比
本
光
に
契
ひ
此
の
湛
々
澄

さ
と

々
不
変
不
動
清
浄
元
為
妙
浄
明
の
性
を
了
ら
ん
、

十
五
、
宿
植
の
根
性
敏
利
に
し
て

一念
不
生
な
れ
ば
頓
に
二
十
五
有
を
超
え

て
自
己
本
有
如
々
妙
性
を
円
成
し
て
更
に
毫
髪
許
り
の
能
所
彼
我
を
生
ぜ

ず
、
廓
然
と
し
て
大
に
達
し
ぬ
れ
ば
凡
聖
平
等
に
し
て
、
彼
我
如
々
た
り
、

十
六
、
固
に
宜
し
く
鉄
石
の
心
を
操
り
て
、
生
死
の
流
を
裁
り
、
本
来
の
正

性
を
承
当
す
べ
し
、

一
、
ー
十
六
、

の
如
き
も

の
で
あ
る
が
三
、

四
、
六
、
七
、
八
、

十
、
十

一
、
十
三
、
十
五
、
十
六
、
等
は
如
来
蔵
思
想
を
全
体
的
に
よ

く
表
わ
し
て
い
る
。
三
、
を
吟
味
す
れ
ば
如

々
性

は
如
来
蔵

を
表

わ

し
、
無
始

の
妄
習
や
妄
縁
は
煩
悩
蔵
を
表
わ
し
、
妄
縁
を
離
れ
如

々
の

性
を
了
じ
は
断
煩
悩
蔵
顕
如
来
蔵
を
表
わ
し
て
い
る
。
二
、

五
、
九
、

十
二
、
等
は
如
来
蔵
、
如
来
性
を
と
く
も
の
で
あ

ろ
う
し
、
煩
悩
蔵
を

と
く
も
の
と
し
て
は
四
、
の
悪
智
悪
覚
妄
想
計
較
、

六
、
の
無
始
の
聡

利
智
性
、

七
、
十

一
、
の
妄
想
縁
塵
、
八
、

の
業
識
、
十
、

の
狂
妄
の

心
、
十
三
、

の
違
順
憂
喜
愛
憎
、
十
五
、

の
能
所
彼
我
等
で
あ
ろ
う
。

如
来
蔵
、

如
来
性
は
無
差
別
の

一
で
あ
る
か
ら
表

現
は
簡
単

で
あ
る

が
、
煩
悩
蔵
は
差
別
の
諸
法
で
あ

る
か
ら
八
万

四
千

無
量
無
数

で
あ

る
。
十
四
、
は
煩
悩
蔵
を
断
じ
如
来
蔵
を
顕
す
と
こ
ろ
を
よ
く
表
わ
し

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
類
は
仏
性
思
想
で
あ
る
。
其
の
一
は
仏
性
等
で
あ
る
が
、

一
、
八
月

一
日
上
堂
云
、
…
…
有
一
物
上
控
天
下
控
地
常
在
動
用
中
、
動
用

中
不
得
、謂
二之
本
源
仏
性
顕
成
↓
智
解
宗
徒
更
出
、説
示

一
物
即
不
中
…
…
。

二
、
乃
云
、
欲
知
仏
性
義
当
観
時
節
因
縁
、
時
節
若
至
、
理
地
未
明
、
便
乃

業
識
荘
々
元
本
可
拠
、
敢
問
諸
出
、
即
今
是
什
麿
時
。

シ
ナ
如
来
蔵

思
想

(
小
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)

-21-



シ
ナ
如
来
蔵
思
想

(小

川
)

三
、
古
提
は
無
仏
性
。

四
、
古
提
の
僧
の
来
る
を
見
て
便
ち
云
く
、
退
後
退
後
汝
仏
性
無
し
と
。

五
、
百
千
妙
用
縦
横
十
字
頂
に
透
り
底
に
透
り
て
、
明
に
仏
性
を
証
す
。

六
、
所
謂
元
明
の
実
性
即
仏
性

幻
化
の
空
身
即
法
身
な
り
。

七
、
只
、
閑
を
守
り
て
眉
を
閉
じ
眼
を
合
し
て
露
柱
灯
籠
に
参
ぜ
ん
こ
と
を

要
せ
ば
、
也
須
く
仏
種
姓
有
る
こ
と
を
知
る
底
な
る
べ
し
、

八
、

一
機

一
句

一
言
皆
法
界
を
含
み
本
真
如
に
称
ふ
情
想
計
処
起
滅
の
処
な

し
、
こ
の
正
印
を
以
て
一
印
印
定
す
れ
ば
、
自
然
に
方
に
随
っ
て
円
を
逐
い

て
悉
く
二
種
に
非
ず
、
他
古
よ
り
明
に
仏
性
を
見
る
。

九
、
昔
、
則
老
の
青
林
に
問
う
が
如
く
ん
ば

「如
何
な
る
か
是
れ
仏
」

対
へ
て
云
く

「丙
丁
童
子
来
求
火
」
渠
便
ち
語
言
に
入
り
て
通
理
を
作
す
、

便
ち
謂
く

「丙
丁
は
是
れ
火
、
更
に
来
り
て
火
を
求
む
、
我
是
れ
仏
な
る
に

更
に
来
り
て
仏
を
問
う
が
如
し
、
法
眼
の
究
窮
擾
正
す
る
に
至
る
に
及
ん
で

他
即
ち
大
に
信
ぜ
ず
、
翻
然
誠
を
投
ず
る
に
及
ん
で
法
眼
亦
只
前
の
如
し
云

々
」
渠
大
悟
、
蓋
し
風
に
当
り
て
証
験
始
め
て
回
光
す
る
こ
と
を
解
す
。

一
、
は
本
源
と
し
て
の
仏
性
、
五
、
は
本
性
と
し
て
の
仏
性
、

六
、

は
即
仏
性

と
で
も

い
う
か
、
八
、
は
非
二
と
し
て
の
仏
性
、

七
、
は
求

道
と
し
て
の
仏
性
と
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
、
五
、
六
、
八
、

は
宗
教
的
当
体
と
し
て
の
仏
性
、
七
は
そ
の
宗
教
的
当
体
の
動
き
と
し

て
の
仏
性

と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
三
、
四
は
無
仏
性
の
語

で
あ
る
。
九
、

は
周
知
の
則
公
監
院
の
丙
丁
童
子
来
求
火
で
あ
る
。
其

二
は
正
因

と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
。

十
、
叢
林
の
兄
弟
参
問
、
最
初
に
的
に
正
因
有
り
…
…
元
初
の
正
因
を
失
却

し
て
却
て
魔
界
に
堕
在
し
去
る
こ
と
を
、

十
一
、
可
の
中
頓
に
正
因
を
悟
り
ぬ
れ
ば
便
ち
是
れ
出
塵
の
階
錘
な
り
、

十
二
、
駕
ら
ず
ん
ば
必
ず
魔
灘
あ
り
て
正
因
を
壊
破
せ
ん
、

十
三
、
我
見
を
増
長
し
て
皆
正
因
に
非
ず
、

こ

十
四
、
可
の
中
頓
に
正
因
を
悟
れ
ば
便
ち
是
れ
階
錘
な
り
、

十
五
、
仏
祖
教
を
垂
る
る
を
、
之
を
清
浄
の
明
講
と
謂
ふ
、
当
に
須
く
此
の

正
因
に
依
る
べ
し
、
然
る
後
当
に
妙
果
を
証
す
べ
し
、

十
六
、
凝
に
最
初
に
己
に
正
因
無
き
に
由
っ
て
、
所
以
に
末
後
に
労
し
て
功

な
し
。

如
来
蔵
思
想
は
如
来
性
の
本
有
と
そ
の
隠
顕

の
問
題
で
あ
り
、
仏
性
思

性
は
仏
性
の
本
有
と
そ
の
因
果
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

と
思
う
。

こ
こ
か
ら
み
る
と
き
正
因
と
い
う
言
葉
で
表
わ
す
こ
と
も
亦

適
当
と
も
云

へ
る
で
あ
ろ
う
。
十
、
は
参
問
と
し
て
の
正
因
、
十
五
、

は
教
と
し
て
の
正
因
等
で
教
行
等
の
正
因
、

十

一
、
十
四
、
等
は
悟
正

因

で
正
因

の
証
と
で
も
い
う
こ
と
が
出
来

る

で
あ
ろ
う
。
十
二
、
十

三
、
十
六
、
等
は
正
因

の
無
、
非
、
破
等
で
あ
る
。

第
三
類
は
心
性
、
自
性
、

正
性
、
真
心
、
本
心
、
妙
体
等

の
言
葉
で

表
わ
さ
れ
る

一
、
ー
十
三
、

で
あ
る
。

一
、
皆
眼
裏
耳
裏
機
鋒
語
句
の
上
、
悉
皆
是
れ
仏
性
心
性
玄
妙
な
り
、

二
、
近
世
謂
へ
る
こ
と
あ
り
、
杖
を
以
て
人
を
接
す
る
は
皆
機
境
に
堕
す
、

直
に
須
ら
く
心
性
を
究
了
し
玄
妙
を
談
極
し
て
時
中
に
向
っ
て
綿
々
密
々
と

し
て
針
あ
り
綿
あ
り
て
方
に
可
な
る
べ
し
、
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三
、
祖
師
は
只
人
の
見
性
を
要
す
、
諸
仏
は
只
人
を
し
て
心
を
悟
ら
し
む
、

心
性
既
に
真
に
し
て
純

一
無
雑
な
れ
ば
則
ち
四
大
五
纏
六
根
六
塵

一
切
の
等

有
皆
是
れ
自
己
放
身
捨
身
の
処
に
あ
ら
ざ
る
な
し
、

カ
タ

四
、
游
歴
し
て
底
を
築
い
て
其
の
志
愈
々
確
し
、
莫
馬
地
に
脱
去
し
て
、
直

に
仏
祖
心
性
の
淵
源
に
徹
す
、
深
く
理
妙
に
入
り
て
践
履
説
案
二
な
が
ら
通

ず
、

五
、
須
ら
く
経
裁
超
証
し
て
心
性
玄
妙
勝
浄
境
界
を
透
出
せ
ん
こ
と
を
要

す
、

六
、
本
源
天
真
の
自
性
な
り
千
万
人
の
中
に
居
す
と
錐
も

一
人
無
き
が
如
く

に
相
似
た
り
、

七
、
直
指
を
論
ぜ
ば
只
人
人
本
有
な
り
、
殻
子
の
裏
に
全
体
応
現
す
、
従
上

の
諸
聖
と
練
毫
許
も
移
易
せ
ず
。
所
謂
天
真
自
性
本
浄
明
妙
に
し
て
十
塵
を

含
吐
し
根
塵
独
脱
す
る

一
片
の
田
地
な
り
。

八
、
脱
体
全
真
に
し
て
妙
明
の
真
心
に
契
う
本
来
清
浄
な
り
、
只
自
己
本
来

の
面
目
是
れ
な
り
、

九
、
無
始
来
、
亦
未
だ
曾
て
間
断
せ
ず
、
清
浄
無
為
妙
円
の
真
心
な
り
。

十
、
迷
妄
を
以
て
此
の
本
心
に
背
く
。

十

一
、
本
心
に
於
て
初
よ
り
彼
我
是
非
勝
負
欣
厭
な
し
。

十
二
、
霊
光
独
り
耀
り
て
廻
に
根
塵
を
脱
す
、
須
く
直
下
に
従
本
以
来
自
有

底
の
活
卓
々
の
妙
体
を
承
当
せ
ん
こ
と
を
要
す
。

こ
の
第
三
類
も

一
ー
六
、
(心
性
)
を
其

一
と
し
、
七
ー
十
二
、
を
其
二

と
す
る
。

四
、
五
、
六
は
心
性

の
性
質
を
と
く
も
の
と
い
う
か
四
、

の

根
源
と
し

て
の
心
性
、

五
、
六
の
超
証
絶
体
と
し
て
の
心
性
、

一
、
三

は
心
等
法
の
心
性
、

二
、
は
接
物
と
し
て
の
心
性
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。
其
二
の
申
七
、
八
、
九
は
自
性
、
真
心
等
と
い
わ
れ
て

い
る
が
自
性
真
心
の
天
真
本
浄
明
浄
、
脱
体
全
真
妙
明
清
浄
、
常
住
清

浄
、
無
為
妙
円
等
の
性
質
を
と
く
も

の
で
あ
り
、

十
二
、
十

一
は
、
自

有

の
妙
体
、
非
二
の
本
心
を
と
く
も
の
で
あ
り
、
十
は
迷
妄
対
本
心
の

本
心
を
と
く
も
の
で
あ
る
。

大
慧
禅
師
の
仏
性
に
つ
い
て
の
所
説
は
大
要
三
類
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
第

一
類
は
仏
性
に
つ
い
て
の
所
説
、
第
二
類

は
仏
性
の
喩
示
と
し
て
の
所
説
、

第
三
類
は
問
答

の
材
料
と
し
て
使
用

さ
れ
る
趙
州
狗
子
仏
性

の
話
、

こ
の
三
類

で
あ
る
。

唱
、
這
の
一絡
索
既
に
生
な
る
と
き
は
、
菩
提
浬
契
真
如
仏
性
も
便
ち
現
前

す
べ
き
な
り
。

二
、
第

一
生
に
は
痴
福
を
作
し
て
性
を
見
ず

(痴
福
を
作
す
は
是
れ
第
三
生

の
冤
な
り
)

三
、
人
申
等
一
に
衆
生
界
中
に
仏
種
を
し
て
不
断
な
ら
し
む
る
こ
と
を
得
…

四
、
一
切
国
土
差
別
を
了
知
し
て
仏
種
性
に
入
り
て
彼
岸
に
至
る
。

五
、
其
の
断
見
と
い
う
は
、
自
心
本
妙
の
明
性
を
断
じ
滅
却
し
て
一
向
に
心

外
に
空
に
著
し
禅
寂
に
滞
る
な
り
。

六
、
般
若
の
智
水
を
以
て
垢
染
の
繊
を
海
除
し
て
清
浄
に
レ
て
自
居
し
…
。

第

一
類
は
仏
性
、
性
、
仏
種
、
仏
種
性
、
自
心
本
妙
明
性
、
般
若
智
水

等

の
言
葉
で
表
わ
さ
れ
る
仏
性
の
所
説
で
あ
る
。

四
、
は
無
差
別
の
仏

性
と
差
別
の
諸
法
と
の
対
で
み
ら
る
る
仏
性
の
意
義
が
み
ら
れ
、
六
、
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は
般
若
智
水
の
如
来
性
、
垢
染
の
臓
の
煩
悩
蔵
、
之
を
濃
除
し
て
清
浄

に
し
て
自
居

の
断
煩
悩
蔵
顕
如
来
蔵
の
、
如
来
蔵
思
想
と
し
て
は
纏
つ

た
形
態
を
備

へ
た
も
の
で
あ
る
。
二
、
は
痴
福

の
煩
悩
蔵
、
性
の
如
来

性
で
あ
る
。
三
、
は
仏
種
不
断
相
続
を
と
く
も
の
で
あ
り
、

一
は
悟
後

の
境
涯
に
仏
性
現
前
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
説
く
の
で
あ
ろ
う
。
五
、
は

特
殊

の
例

で
あ
ろ
う
が
断
見
を
説
明
す
る
の
に
断
自
心
本
妙
明
性
と
仏

性
を
断
ず

る
意
味
で
之
を
と
い
て
い
る
。
以
上
の
如
き
如
来
蔵
思
想
仏

性
思
想
が
見
ら
る
る
の
で
あ
る
。

一
、
古
来
得
発
の
士
…
機
に
応
じ
物
に
接
す
、
明
鏡
の
台
に
当
り
、
明
珠
の

掌
に
在

っ
て
、
胡
来
胡
現
漠
来
漠
現
す
る
如
し
。

み
だ

二
、
長
河
を
掩
し
て
蘇
酪
と
な
し
大
地
を
変
じ
て
黄
金
と
な
し
縦
奪
殺
活
自

由
利
他
自
利
施
と
し
て
可
な
ら
ず
と
い
う
こ
と
無
け
ん
。

三
、
清
浄
摩
尼
宝
珠
を
泥
捺
の
中
に
置
く
が
如
し
、
百
千
万
を
経
れ
ど
も
亦

染
汚
す
る
こ
と
能
は
ず
、
本
来
自
ら
清
浄
な
る
を
以
故
。

四
、
糞
掃
推
頭
に
無
価
の
宝
を
収
め
得
て
百
劫
千
生
受
用
す
れ
ど
も
尽
き
ず

し
て
方
に
始
め
て
真
貴
と
な
す
の
み
、
無
価
宝
受
用
不
尽
。

こ

こ

五
、
日
輪
の
遠
近
斯
に
照
す
が
如
し
、
霊
燭
妙
明
に
し
て
鍛
錬
を
仮
る
に
非

す
。
修
証
を
超
え
た
霊
燭
法
界
周
遍
の
功
徳
た
る
日
輪
性
。

第
二
類
は
仏
性
の
喩
示
と
で
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
鏡
、
明
珠
、
長
河
の
酢
酪
、
大
地
の
黄
金
、
清
浄
摩
尼
宝
珠
、
無
価

の
宝
、

日
輪
、
霊
燭
の
喩
示
さ
れ
る
仏
性

で
あ
る
。
三
、
は
本
来
自
性

清
浄
、
泥
中
不
染
汚
の
摩
尼
宝
珠
に
喩
え
ら
る
る
仏
性
、

五
、
修
証
を

超
え
た
霊
燭
、
法
界
周
遍
の
功
徳
た
る
日
輪
に
喩

え
ら
る
る
又
四
、
受

用
不
尽
の
無
価

の
宝
に
喩
え
ら
る
る
仏
性
、

一
、
応
機
接
物
自
由
自
在

の
明
鏡
明
珠
、
二
、
長
河
の
蘇
酪
、
大
地

の
黄

金
、
自
利
利
他
物
に

喩
え
ら
る
る
仏
性

で
あ
る
、
三
、

の
如
来
性
五
、

四
、
や

一
、
二
、
の

仏
、
仏
徳
を
表
わ
す
仏
性
、
そ
の
喩
示
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
類
書
中
最
も
多
く
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
所
謂
趙
州
狗
子

仏
性
の
話
で
あ
る
。
之
も
仏
性
の
意
義
を
示
す
も

の
も
あ
れ
ば
、
無
学

観

の
も
の
、
そ
の
提
衡
、
或
は
言
葉
の
み
の
も

の
も
あ
る
。

一
、
妄
想
顛
倒
底
の
心
、
思
量
分
別
底
の
心
、
好
生
悪
死
底
の
心
、
知
見
解

会
底
の
心
、
欣
静
厭
闊
底
の
心
を
将
て
一時
に
按
下
し
て
只
按
下
の
処
に
就

て
箇
の
話
頭
を
看
よ
、
僧
、
趙
州
に
問
ふ
、
狗
子
に
還
っ
て
仏
性
あ
り
や
也

た
無
し
や
、
州
云
く
、
無
、
比
の
一
字
子
、
乃
ち
是
れ
許
多
の
悪
知
悪
覚
を

擢
く
底
の
器
佼
な
り
、

二
、
此
の
一
字
子
、
便
ち
是
れ
箇
の
生
死
疑
心
を
破
る
底
の
刀
子
な
り
、
這

の
刀
子
の
編
柄
只
当
人
の
手
申
に
在
り
…
自
家
手
を
下
し
て
始
め
て
得
べ
し

三
、
切
に
意
根
下
に
向
っ
て
ト
度
す
べ
か
ら
ず
、
言
語
上
に
向
っ
て
活
計
を

な
す
べ
か
ら
ず
、

四
、
但
只
此
く
の
如
く
参
ぜ
よ
、

五
、
正
急
麿
時
香
櫨
上
一
点
の
雪
の
如
く
相
似
た
り
、

六
、
請
う
只
閑
思
量
底
の
心
を
把

っ
て
無
の
字
の
上
に
回
在
し
て
試
に
思
量

し
て
看
よ
忽
然
と
し
て
思
量
不
及
の
処
に
向

っ
て
這
の
一念
破
す
る
こ
と
を

得
ば
便
ち
是
れ
三
世
を
了
達
す
る
処
な
り
。

わ
つ
か

七
、
尋
常
聡
明
な
る
人
は
纏
に
挙
記
す
る
こ
と
を
聞
い
て
便
ち
心
意
識
を
以

-24-



て
領
会
し
博
量
引
証
し
て
説
き
得
て
分
付
す
る
処
あ
ら
ん
を
要
す
…
。

ま
か

八
、
只
這
の
一
字
、
禰
に
儘
す
、
甚
麿
の
伎
価
か
あ
る
、
…
只
這
の
無
字
の

上
に
就
て
提
衡
業
。

九
、
只
趙
州
一
箇
の
無
字
を
以
て
、
日
用
応
縁
の
処
に
提
衡
せ
よ
、
間
断
す

る
こ
と
を
要
せ
ざ
れ
、

十
、
只
管
提
衡
し
挙
覚
せ
よ
、

ま

左
来
も
也
た
不
是
、
右
来
も
也
た
不
是
な
り
、
心
を
将
っ
て
悟
を
等
つ
こ
と

を
得
ざ
れ
、

挙
記
の
処
に
向
て
承
当
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ

玄
妙
の
領
略
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ

有
無
の
商
量
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ

真
実
の
無
の
ト
度
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ

無
事
用
裏
に
坐
在
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ

撃
石
火
閃
電
光
の
処
に
向
て
会
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、

直
に
心
を
用
う
る
所
な
く
心
の

く
所
無
き
こ
と
を
得
ん
時
空
に
落
ち
ん
こ

と
を
拍
る
る
こ
と
莫
れ
、

一
、
百
丈
云
く
、
仏
性
の
義
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
当
に
時
節
因
縁
を
観
ず
べ

し
、
時
節
も
し
至
り
ぬ
れ
ば
其
の
理
自
ら
彰
は
る
、
と

二
、
古
徳
云
く
、
仏
性
の
義
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
当
に
時
節
因
縁
を
観
ず
べ

し
、
と

三
、
仏
性
の
義
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
当
に
時
節
因
縁
を
観
す
べ
し
、

右
の
中
三
、
五
、
は
仏
性
の
意
義
或
は
無
の
意
義
を
と
く
も
の
と
み
る

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
し
、

一
、
二
、
四
、
六
、
等
は
無
字
観
、

八

九
、
十
等
は
無
字
観
の
提
斯
と
で
も
云

へ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
こ
の
無

字
観
と
無
字
観
の
提
概
は
同
じ
も
の
の
両
面
で
あ
る
か
ら
同

一
に
扱
つ

て
も
よ
い
と
考

へ
ら
る
る
。
而
し
て
こ
の
趙
州
狗
子
仏
性

の
話
は
公
案

と
し
て
使
用
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
比
重
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の

趙
州
狗
子
仏
性
の
話
を
以
て
、
そ
の
宗
乗
た
る
無
に
到
達
し
無
を
顕
現

す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
又
説
明
の
な
い
言
葉
の
み
の
も
の
も
十

四
回
位
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第

一
類
第
二
類
と
第
三
類
と
を

比
較
す
る
時
、
第
三
類
が
こ
の
宗
乗
と
し
て
如
何

に
重
要
の
も
の
で
あ

る
か
が
分
る
。
こ
の
外
、
欲
知
仏
性
義

の
浬
葉
経

の
経
文
の
百
丈
禅
師

に
よ
つ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
二
回
、
又
こ
の
文
句
を
大
慧
禅
師
の
言

葉
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の

一
回
等
が
み
ら
れ
る
。

大
慧
禅
師
に
み
ら
る
る
如
来
蔵
思
想
仏
性
思
想

は
以
上
の
如
き
も
の

で
あ
る
が
、
趙
州
狗
子
無
仏
性
の
話
は
と
く
に
留

意
す

べ
き
も
の
で
あ

る
。宏

智
禅
師
は
他

の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。
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